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劫
餘
詩
存 

 

松
本
芳
翠
著 

書
海
社
編
輯
部
輯 

松
本
芳
翠
先
生
著
『
劫
餘
詩
存
』
と
三
浦
野
方
先
生
著
の
『
劫
餘
詩
存
掃
帚
録
』(

書
海
誌 

昭
和
三
十
六
年
十

二
月
～
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
掲
載)

を
、
詩
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

『
劫
餘
詩
存
』
は
で
き
る
だ
け
旧
字
を
用
い
て
原
文
通
り
に
、
『
劫
餘
詩
存
掃
帚
録
』
は
現
代
仮
名
遣
い
に
直

し
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
書
海
誌
に
は
五
十
八
頁
ま
で
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
以
後
の
原
詩
は
編
集
者
が
補
填

し
ま
し
た
。 

 

劫
餘
詩
存
掃
帚
録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
勇
次
著 

古
人
曰
く
「
書
は
心
画
也
」
と
、
又
曰
く
「
文
は
人
也
」
と
。
し
か
る
に
「
心
即
ち
人
也
」
で
あ
る
。
さ
れ
ば
「
画
中
詩

有
り
、
詩
中
画
有
り
」
と
の
語
も
生
ず
る
。
私
の
受
く
る
樗
書
か
ら
の
感
銘
と
樗
詩
か
ら
の
感
銘
と
は
全
く
等
し
い
。
即
ち

「
詩
中
書
有
り
、
書
中
詩
有
り
」
で
あ
る
。
樗
書
さ
れ
た
樗
詩
は
、
字
字
句
句
相
乗
積
と
な
っ
て
無
限
に
感
銘
が
拡
大
さ
れ

る
。 何

人
と
い
え
ど
も
詩
情
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
吟
詠
す
る
と
き
客
観
の
で
き
る
詩
と
な
る
。
吟
詠
の
方
法
と
し
て

俳
句
あ
り
短
歌
あ
り
漢
詩
あ
り
…
…
…
千
姿
万
態
あ
り
と
い
え
ど
も
、
樗
詩
の
場
合
漢
詩
が
最
も
私
に
共
鳴
を
起
す
。
共
鳴

は
原
音
の
幾
万
分
の
一
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
私
に
は
獅
子
吼
と
感
ず
る
。 

漢
詩
に
は
一
定
の
形
式
が
あ
っ
て
、
な
か
ん
ず
く
、
私
の
場
合
に
は
平
仄
と
韻
の
約
束
が
第
一
番
の
難
所
で
あ
る
。
そ
れ

が
樗
詩
の
場
合
は
、
激
湍
と
な
り
、
飛
泉
と
な
っ
て
絶
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
い
か
に
も
、
樗
詩
を
百%

分
解
し
て
い
る
よ
う
だ
が
是
は
形
式
論
で
あ
っ
て
、
詩
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
鏡
花
水
月
、
解
っ
て
い
る
よ
う
で
真
如
は
と
ら
え
難
く
、
所
詮
、
一
盲
の
模
索
の
み
で
あ
る
。
尾
端
を
撫
し

て
象
と
は
掃
帚
の
如
し
に
過
ぎ
ま
い
。 

劫
余
詩
存
の
縁
起
は
そ
の
序
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
尊
い
。
杜
詩
が
詩
史
と
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
縁
起
の
ゆ
え
に
編
年
体
の
劫
余
詩
存
は
そ
の
ま
ま
文
化
復
興
史
で
あ
る
。 

劫
餘
、
確
固
と
し
て
此
に
、
詩
存
す
。 

觀
妙
、
談
玄
、
又
、
藝
論 

一
と
し
て
眞
に
非
ざ
る
莫
し
應
に
敬
昵
す
べ
し
。 

至
人
の
吟
詠
は
乾
坤
を
裏(

つ
つ)

む
。 

こ
れ
は
劫
余
詩
存
を
通
読
し
た
と
き
の
私
の
感
想
で
あ
っ
た
。 

閑
人
の
行
迹
豈
に
存
す
る
を
須
い
ん
や
。 

戰
後
の
昏
迷
筆
を
呵
し
て
論
ず
。 

翹
望
す
和
平
と
文
化
と
を
。 

詩
篇
留
め
得
て
乾
坤
に
托
す
。 

こ
れ
は
同
韻
に
よ
っ
て
の
樗
詩
の
回
示
で
あ
る
。
転
句
に
詠
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
和
平
と
文
化
と
の
翹
望
に
よ
っ
て
貫
か
れ

た
の
が
劫
余
詩
存
で
あ
る
。
日
夜
朝
暮
に
読
誦
し
て
常
に
私
は
感
銘
を
新
た
に
す
る
。
こ
れ
を
書
き
留
め
て
置
い
た
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
か
ら
漢
詩
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
人
の
参
考
の
一
助
に
も
な
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
と

い
っ
て
解
釈
文
と
誤
解
さ
れ
て
は
樗
詩
の
迷
惑
と
な
る
。
ど
こ
ま
で
も
一
盲
の
撫
象
談
で
あ
る
。
掃
帚
録
と
題
し
た
所
以
。 
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乙
酉
五
月
念
四
罹
戰
災
避
難
途
上
作 

紅
顔
負
笈
出
家
郷
。
四
十
年
華
夢
幾
場
。
笑
我
本
來
無

一
物
。
刧
餘
贏
得
鬢
邊
霜
。 

紅
顔
笈
を
負
う
て
家
郷
を
出
づ
。
四
十
の
年
華
夢
幾
場
。
笑
う
我
本
来
無
一
物
。
劫
余
か
ち
得
た
り
鬢
辺
の
霜
。 

紅
顔
に
起
こ
り
白
い
霜
に
結
ぶ
対
照
の
妙
、
こ
の
間
四
十
年
、
夢
幾
場
と
含
蓄
に
富
む
経
過
、
我
本
来
無
一
物
と
物
質
の

假
相
を
道
破
さ
れ
た
。
戦
火
に
よ
っ
て
、
財
物
を
失
い
、
し
か
も
本
来
無
一
物
と
諦
観
す
る
の
は
力
で
あ
る
。
精
神
力
で
あ

る
。
鬢
辺
の
霜
は
、
こ
の
精
神
力
の
象
徴
と
私
は
読
ん
だ
。 

 

同 

食
無
魚
介
住
無
家
。
暮
雨
蕭
蕭
小
巷
斜
。
沽
醉
我
將
消

怫
欝
。
怕
他
酒
陣
作
長
蛇
。 

食
に
魚
介
な
く
住
む
に
家
な
し
。
暮
雨
蕭
々
と
し
て
小
巷
斜
め
な
り
。
酔
を
沽
う
て
我
れ
将
に
怫
欝
を
消
せ
ん

と
す
。
怕
る
他
の
酒
陣
長
蛇
を
作
す
を
。 

食
す
る
に
魚
介
な
く
住
む
に
家
な
し
、
当
時
兆
民
の
窮
状
が
こ
の
一
句
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
酒
に
欲
望
を
滅
し
た
私
は
、

「
ぞ
う
す
い
食
堂
」
の
前
、
長
蛇
の
陣
中
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
ぞ
っ
と
す
る
。 

 

得
家
信 

戰
災
兩
度
及
身
邊
。
襥
被
三
旬
七
處
遷
。
兒
女
傷
痍
何

日
癒
。
家
書
頻
促
賦
歸
田
。 

戦
災
両
度
身
辺
に
及
び
。
襥
被
三
旬
七
処
に
遷
る
。
児
女
傷
痍
何
れ
の
日
に
か
癒
え
ん
。
家
書
頻
り
に
促
が
す

帰
田
を
賦
せ
よ
と
。 

戦
災
に
負
傷
さ
れ
た
児
女(

現
谷
村
夫
人)

の
看
病
に
一
身
を
捧
げ
ら
れ
た
父
性
愛
の
尊
さ
、
帰
郷
を
促
す
家
信
を
、
じ
っ

と
耐
へ
て
、
防
空
頭
巾
を
冠
り
、
一
ケ
月
の
間
に
七
ケ
所
も
移
ら
れ
た
窮
状
、
看
病
に
ゆ
と
り
が
生
じ
る
程
に
傷
痍
が
軽
快

さ
れ
た
と
き
は
『
漢
詩
を
勉
強
し
ま
し
た
よ
』
と
承
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

壕
居 

一
望
誰
知
是
帝
都
。
灰
塵
何
處
認
康
衢
。
秋
空
偶
挂
下

弦
月
。
描
出
寒
林
枯
木
圖
。 

一
望
誰
か
知
る
是
れ
帝
都
。
灰
塵
い
ず
れ
の
処
に
か
康
衢
を
認
め
ん
。
秋
空
た
ま
た
ま
下
弦
の
月
を
挂
け
て
。

描
き
出
す
寒
林
枯
木
の
図
。 
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全
く
、
当
時
の
帝
都
は
武
蔵
野
の
昔
に
返
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
立
木
が
炭
化
し
て
地
上
に
黒
々
と
立
っ
て
い
た
が
、
ス

ゴ
か
っ
た
。
描
き
出
す
寒
林
枯
木
の
図
、
た
だ
で
さ
え
弦
月
は
不
気
味
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
枯
木
も
、
い
つ
と
は
な

し
に
、
窮
民
の
燃
料
と
し
て
消
え
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
作
は
壕
舎
の
裏
の
野
天
風
呂
に
浸
っ
て
の
作
と
承
る
。 

 

颱
風
襲
壕
舎 

烈
風
驅
猛
雨
。
日
夜
駭
心
魂
。
誰
識
壕
居
好
。
閒
看
屋

漏
痕
。 

烈
風
猛
雨
を
駆
っ
て
。
日
夜
心
魂
を
駭
か
す
。
誰
か
識
る
壕
居
の
好
き
を
。
間
に
看
る
屋
漏
痕
。 

焼
残
り
や
、
強
制
疎
開
の
木
材
に
よ
る 

ひ
弱
い
壕
舎
が
台
風
に
襲
わ
れ
た
ら
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
雨
漏
り
の
痕
に
筆
意
を
捉
ら
え
て
楽
し
ま
れ
た
筆
聖
、
顔
真
卿
も
か
く
や
と
。 

 

八
月
旬
五
拜 

大
詔 

一
閃
恠
光
灰
廣
洲
。
無
端
大
戰
此
收
矛
。
吁
嗟
臣
罪
以

何
贖
。
遂
誤
邦
家
千
載
籌
。 

一
閃
の
恠
光
広
洲
を
灰
に
し
、
端
無
く
大
戦
こ
こ
に
矛
を
収
む
。
あ
あ
臣
が
罪
何
を
以
て
か
贖
わ
ん
。
遂
に
誤

る
邦
家
千
載
の
は
か
り
ご
と
。 

一
閃
の
怪
光
と
千
載
の
籌
、
首
尾
対
象
の
妙
、
な
げ
か
れ
つ
つ
も
詩
人
の
吟
詠
…
。 

 

漫
吟 

笑
我
孜
孜
耕
硯
田
。
災
餘
屢
乏
杖
頭
錢
。
朝
來
細
寫
晋

賢
帖
。
又
爲
傷
兒
烹
白
饘
。 

笑
う
我
れ
孜
々
と
し
て
硯
田
を
耕
す
。
災
余
し
ば
し
ば
乏
し
杖
頭
の
銭
。
朝
来
細
や
か
に
写
す
晋
賢
の
帖
。
又

傷
児
の
爲
め
に
白
饘(

か
ゆ)

を
煮
る
。 

杖
頭
の
銭
と
は
元
来
お
小
遣
い
の
こ
と
で
あ
る
、
多
く
は
酒
代
。
併
し
こ
こ
で
は
令
嬢
の
お
米
代
で
あ
る
。
芋
を
食
す
る

と
米
を
食
す
る
と
で
は
、
傷
の
癒
り
が
目
に
見
え
て
違
う
の
で
あ
る
。
米
を
入
手
さ
れ
る
の
に
ど
れ
程
苦
心
さ
れ
た
こ
と
か
。

当
時
、
米
は
持
ち
運
び
さ
え
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
乏
し
い
時
は
お
粥
に
煮
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
の
よ
う
に
大
切
な
お

米
代
を
杖
頭
の
銭
と
興
ぜ
ら
る
る
ま
た
詩
人
の
心
。 

 歸
省 

征
人
玉
碎
杳
無
還
。
路
上
胡
兒
行
破
顔
。
吾
筆
何
堪
蟹
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行
字
。
采
薇
欲
老
故
郷
山
。 

征
人
玉
砕
杳
と
し
て
還
る
な
し
。
路
上
の
胡
児
行
く
行
く
破
顔
。
吾
が
筆
何
ぞ
堪
え
ん
蟹
行
の
字
。
采
薇
老
い

ん
と
欲
す
故
郷
の
山
。 

忠
勇
な
兵
は
玉
砕
し
て
遺
骨
さ
え
帰
っ
て
は
来
な
い
。
そ
れ
な
の
に
我
が
物
顔
に
横
行
す
る
洋
鬼
、
横
這
い
の
字
な
ん
か

見
て
も
胸
糞
が
悪
い
。
え
え
国
に
帰
っ
て
わ
ら
び
で
も
采
っ
て
…
…
私
も
そ
う
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

拝
石
兄
罹
災
後
。
在
熊
本
。
遙
見
寄
書
。
時
余
亦
罹
災
。
在
壕

舎
。
賦
呈
。 

枯
木
殘
灰
繞
敝
廬
。
秋
風
兀
坐
得
君
書
。
墨
林
閒
殺
換

鵞
手
。
焦
土
一
隅
栽
豆
藷
。 

枯
木
残
灰
敝
廬
を
繞
る
。
秋
風
兀
坐
君
が
書
を
得
た
り
。
墨
林
間
殺
す
換
鵞
の
手
。
焦
土
の
一
隅
豆
藷
を
栽
す
。 

了
曰
く
君
子
も
ま
た
困
る
こ
と
が
あ
る
。
手
に
腹
は
代
え
ら
れ
ぬ
と
。
焼
け
土
に
豆
や
、
藷
を
、
植
え
ら
れ
た
。(

生
け

垣
も
植
木
も
屋
根
も
南
瓜
葉
に
包
ま
れ
た
の
が
僕
の
家
で
す)

と
当
時
私
も
知
人
に
通
知
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

失
題 

廟
堂
武
弁
誤
經
綸
。
上
蔽
皇
明
下
賺
民
。
九
死
得
生
贏

此
辱
。
忍
看
鴻
業
盡
灰
塵
。 

廟
堂
の
武
弁
経
綸
を
誤
る
。
上
は
皇
明
を
蔽
い
下
は
民
を
賺
す
。
九
死
に
生
を
得
て
此
辱
を
贏
つ
。
忍
び
看
る

鴻
業
尽
く
灰
塵
。 

廟
堂
の
武
弁
と
は
、
委
任
さ
れ
た
国
家
の
武
力
を
横
領
し
た
軍
閥
で
あ
る
。
真
の
政
治
家
を
殺
害
し
て
国
家
の
目
を
潰
し
、

国
鈞
を
乱
し
、
隣
国
を
蹂
躪
し
て
世
界
の
憎
し
み
を
買
い
国
を
滅
亡
に
導
い
た
経
緯
を
僅
々
二
十
八
字
で
表
現
し
た
詩
史
の

一
編
。  

乙
酉
秋
晩
。
驥
山
老
兄
避
戰
禍
在
信
州
。
寄
書
曰
。
頃
者
赴
北

越
。
欲
得
魚
而
不
得
。
却
獲
酒
矣
。
時
余
亦
罹
災
。
歸
臥
海
南
。

偶
擧
網
得
魚
。
戯
賦
之
。
郵
寄
。 

信
北
君
藏
三
斗
酒
。
海
南
我
網
細
鱗
鮮
。
多
情
最
是
天

邊
月
。
千
里
清
光
照
兩
筵
。 

信
北
の
君
は
蔵
す
三
斗
の
酒
。
海
南
の
我
は
網
す
細
鱗
の
鮮
。
多
情
最
も
是
れ
天
辺
の
月
。
千
里
清
光
両
筵
を
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ら
す
。 飲

む
に
酒
な
く
、
食
う
に
魚
介
な
き
秋
、
三
斗
を
得
た
る
酒
仙
、
細
鱗
を
得
た
る
騒
客
、
平
昔
な
ら
ば
早
速
に
相
引
い
て

終
宵
痛
飲
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
に
今
は
山
河
千
里
を
隔
て
て
、
か
な
た
は
酒
あ
れ
ど
も
肴
な
き
を
嘆
じ
、
こ
な
た
は
肴
あ
れ

ど
も
酒
な
し
、
こ
の
良
夜
を
如
何
せ
ん
と
嘆
じ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
只
天
辺
の
月
の
み
は
千
里
の
清
光
を
送
っ
て
海
南
と
信

北
と
の
両
つ
の
筵
を
一
時
に
照
ら
す
。
そ
の
感
懐
や
い
か
に
と
月
に
向
う
て
見
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

途
上
邂
逅
舊
友 

相
逢
何
久
濶
。
鬢
髪
映
霜
林
。
俚
語
童
時
調
。
仍
存
竹

馬
心
。 

相
逢
う
何
ぞ
久
濶
。
鬢
髪
霜
林
に
映
ず
。
俚
語
童
時
の
調
あ
り
。
な
お
存
す
竹
馬
の
心
。 

も
の
の
さ
び
し
い
旅
先
で
ひ
ょ
っ
こ
り
逢
っ
た
老
友
、
お
国
な
ま
り
で
話
す
う
ち
、
い
つ
し
か
互
に
童
顔
に
返
っ
て
い
た
。

(

皆
さ
ん
も
同
窓
会
で
そ
う
で
し
ょ
う
。) 

 

歸
臥
雜
詩 

客
寓
江
都
四
十
秋
。
歸
來
夢
落
古
并
州
。
風
光
有
似
年

前
否
。
綾
瀬
蒲
帆
墨
水
鴎
。 

客
寓
江
都
四
十
秋
。
帰
来
夢
は
落
つ
古
并
州
。
風
光
年
前
に
似
た
る
有
り
や
否
や
。
綾
瀬
の
蒲
帆
、
墨
水
の
鴎
。 

ほ
ん
と
の
故
郷
に
帰
臥
し
て
み
る
と
、
四
十
年
も
住
ん
だ
第
二
の
故
郷
の
東
京
が
却
っ
て
ほ
ん
と
の
故
郷
に
思
え
て
、
綾

瀬
、
墨
田
を
夢
に
見
る
と
懐
か
し
む
詩
人
。
唐
の
賈
島
も
そ
う
で
あ
っ
た
。 

 

得
意
離
家
失
意
歸
。
江
山
歛
迹
欲
忘
機
。
弟
兄
一
夜
談

何
事
。
明
日
同
登
舊
釣
磯
。 

得
意
家
を
離
れ
失
意
に
し
て
帰
る
。
江
山
迹
を
歛
め
て
機
を
忘
れ
ん
と
欲
す
。
弟
兄
一
夜
何
事
を
か
談
る
。
明

日
同
じ
く
登
る
旧
釣
磯
。 

併
し
、
一
石
、
一
木
、
昔
な
が
ら
の
故
郷
、
「
あ
す
こ
は
昔
よ
く
釣
れ
た
ね
」
「
兄
さ
ん
あ
し
た
は
、
釣
り
に
行
こ
う
」
。 

曲
浦
停
舟
問
小
童
。
童
言
客
覓
是
家
翁
。
平
明
蓑
笠
擔

竿
去
。
只
在
煙
波
縹
渺
中
。 

曲
浦
舟
を
停
め
て
小
童
に
問
う
。
童
は
言
う
客
の
覓
む
る
は
是
れ
家
翁
。
平
明
蓑
笠
、
竿
を
担
っ
て
去
る
。
只

在
ら
ん
煙
波
縹
渺
の
中
。 

「
お
い
坊
や
、
○
○
さ
ん
と
い
う
人
を
知
ら
な
い
か
ね
」
「
そ
れ
は
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
よ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
朝

早
く
釣
り
に
い
っ
た
。
サ
ア
…
…
ど
っ
ち
へ
行
っ
た
か
な
」
。 

賈
島
の
隠
者
を
尋
ね
て
遇
は
ざ
る
の
詩
と 

ま
た
別
の
趣
を
見
る
。 
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漁
郎
在
昔
跨
亀
歸
。
今
我
無
心
坐
釣
磯
。
玉
笥
不
開
頭

已
白
。
鄕
村
半
是
主
人
非
。 

漁
郎
在
昔
亀
に
跨
っ
て
帰
る
。
今
我
れ
無
心
釣
磯
に
坐
す
。
玉
笥
開
か
ず
頭
已
に
白
く
。
郷
村
半
ば
是
れ
主
人

非
な
り
。 四

十
年
振
り
の
故
郷
に
は
、
も
う
知
っ
た
人
も
少
な
く
、
玉
手
箱
は
開
か
な
い
の
に
白
髪
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
、
今
浦

島
の
さ
び
し
い
心
。
ち
な
み
に
こ
の
結
句
は
白
詩
の
商
山
路
有
感
の
結
句
を
援
用
さ
れ
た
由
を
承
っ
た
。 

 

幾
遇
戰
災
霜
髪
新
。
半
生
勞
作
付
灰
塵
。
遣
愁
唯
有
一

枝
筆
。
不
歎
江
湖
淪
落
人
。 

幾
た
び
か
戦
災
に
遇
っ
て
霜
髪
新
た
な
り
。
半
生
の
労
作
灰
塵
に
帰
す
。
遣
愁
唯
有
り
一
枝
の
筆
。
歎
ぜ
ず
江

湖
淪
落
の
人
。 

戦
災
の
労
苦
も
、
労
作
の
滅
失
の
憂
愁
さ
え
も
、
こ
の
一
本
の
筆
さ
え
あ
れ
ば
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
筆
聖
の
確
信
。

先
代
梅
若
万
三
郎
名
人
は
こ
の
扇
一
本
あ
れ
ば
愁
う
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
た
と
か
、
鶴
澤
清
六
は
戦
災
の
と
き
三
味
線
の

撥
だ
け
を
持
っ
て
避
難
し
た
と
か
。
達
人
の
愛
用
品
に
は
血
が
通
っ
て
い
る
と
信
ぜ
ら
る
る
。 

 

興
來
驅
筆
倦
圍
棋
。
無
復
戰
塵
侵
硯
池
。
劫
後
文
房
餘

四
寶
。
換
鵞
何
必
學
羲
之
。 

興
来
っ
て
筆
を
駆
り
、
倦
め
ば
棋
を
圍
む
。
復
た
戦
塵
の
硯
池
を
侵
す
無
し
、
劫
後
文
房
四
宝
を
余
す
。
換
鵞

何
ぞ
必
ず
し
も
羲
之
を
学
ば
ん
。 

こ
の
一
連
は
終
戦
数
ヶ
月
後
の
作
、
世
情
も
大
部
平
静
を
取
り
戻
し
、
筆
聖
を
筆
聖
と
し
て
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
り
、
文

房
用
品
入
手
の
労
苦
が
段
々
無
く
な
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
る
る
。 

 

無
復
騒
人
驚
寓
居
。
有
時
風
雨
阻
樵
漁
。
閑
裁
退
筆
作

羅
宇
。
縷
縷
紫
煙
成
篆
書
。 

復
た
騒
人
の
寓
居
を
驚
か
す
無
し
。
時
有
り
て
風
雨
樵
漁
を
阻
む
。
閑
に
退
筆
を
裁
し
て
羅
宇
と
作
せ
ば
。
縷

縷
紫
煙
篆
書
を
成
す
。 

晴
耕
雨
読
、
古
筆
の
軸
で
羅
宇
を
作
ら
れ
た
ら
輪
に
吹
く
煙
が
篆
書
に
見
え
た
と
い
う
、
書
聖
の
閑
日
月
、
そ
の
頃
煙
草

乏
し
く
、
キ
セ
ル
で
細
く
長
く
吸
い
延
ば
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
詩
史
で
あ
る
。 

 

屋
壁
漏
痕
錐
畫
沙
。
臨
池
妙
悟
似
禪
家
。
森
羅
萬
象
皆

師
友
。
閒
詠
風
雲
雪
月
花
。 

屋
壁
の
漏
痕
、
錐
画
沙
。
臨
池
妙
悟
禅
家
に
似
た
り
。
森
羅
萬
象
皆
師
友
。
間
に
詠
ぜ
ん
風
雲
雪
月
花
。 
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古
人
の
書
訣
に
「
屋
漏
痕
」
だ
と
か
「
錐
画
沙
」
だ
と
か
い
う
こ
と
が
あ
る
。
書
道
の
悟
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
ま
る

で
禅
問
答
の
よ
う
だ
が
、
思
う
に
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
森
羅
萬
象
何
一
つ
と
し
て
師
友
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
だ
か
ら
閑

を
見
て
は
風
、
雲
、
雪
、
月
、
花
、
を
詠
じ
て
道
の
養
い
と
し
た
い
も
の
。 

 

丙
戌
新
年
口
占 

國
破
家
亡
春
不
春
。
泣
寒
泣
餓
劫
餘
民
。
能
収
亂
局
濟

時
者
。
一
億
萬
中
無
一
人
。 

国
破
れ
家
亡
び
て
春
も
春
な
ら
ず
。
寒
に
泣
き
餓
に
泣
く
劫
余
の
民
。
能
く
乱
局
を
収
め
て
時
を
済
う
者
。
一

億
萬
中
一
人
無
き
か
。 

耐
乏
生
活
は
終
戦
後
虚
脱
を
来
し
、
衣
無
く
食
無
く
窮
乏
の
苦
痛
は
更
に
長
く
続
い
た
。
何
の
正
月
ぞ
真
の
政
事
家
出
で

て
時
局
を
救
え
の
感
は
一
億
の
民
が
皆
済
し
く
抱
い
た
念
願
で
あ
っ
た
。
苛
歛
誅
求
、
供
出
、
皆
苦
痛
を
忍
ん
だ
。
幸
に
し

て
、
今
日
、
池
田
大
臣
を
し
て
日
本
は
世
界
の
大
国
と
ま
で
言
は
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
人
間
万
事
塞
翁
の
馬
か
。 

 

丙
戌
元
旦
所
感 

昭
和
二
十
一
年 

將
傾
大
厦
孰
能
支
。
深
省
唯
須
護
國
基
。
負
荷
人
行
殘

雪
路
。
迎
春
梅
傲
歳
寒
姿
。 

将
に
傾
か
ん
と
す
大
厦
た
れ
か
能
く
支
え
ん
。
深
省
唯
須
ら
く
国
基
を
護
る
べ
し
。
負
荷
人
は
行
く
残
雪
の
路
。

迎
春
梅
は
傲
る
歳
寒
の
姿
。 

国
傾
い
て
は
、
強
力
と
い
え
ど
も
一
人
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
一
億
の
力
で
、
幸
に
残
っ
た
礎
の
上
に
建
て
直
し
を

し
よ
う
で
は
な
い
か
。
梅
さ
え
も
寒
を
凌
い
で
雄
々
し
く
咲
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。 

 故
園
竹 

次
陸
游
晨
起
韻 

庭
前
一
叢
竹
。
家
翁
曾
所
栽
。
年
年
凌
霜
雪
。
歳
歳
添

孫
來
。
劫
餘
吾
歸
臥
。
迎
春
擧
壽
杯
。
鼎
坐
弟
與
兄
。

話
舊
顔
同
開
。
先
師
此
講
學
。
少
時
從
父
陪
。
茫
茫
四

十
歳
。
歳
與
人
不
回
。
故
園
今
就
荒
。
隔
竹
島
聲
哀
。

渉
世
棹
濁
浪
。
不
如
留
翦
莱
。 

竹
雨
曰
。
因
竹
發
興
。
寫
到
團
欒
之
樂
。
末
幅
語
入
感
慨
。
凄
惻
無
限
。 

庭
前
一
叢
の
竹
。
家
翁
曽
て
栽
う
る
所
。
年
々
霜
雪
を
凌
ぎ
。
歳
々
孫
を
添
え
て
来
る
。
劫
余
吾
れ
帰
臥
し
。
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春
を
迎
え
て
寿
杯
を
挙
ぐ
。
鼎
坐
弟
と
兄
と
。
旧
を
話
し
て
顔
同
じ
く
開
く
。
先
師
此
に
学
を
講
じ
。
少
時
父

に
従
っ
て
陪
す
。
茫
々
四
十
歳
。
歳
人
と
と
も
に
回
ら
ず
、
故
園
今
や
荒
に
就
き
。
竹
を
隔
て
て
鳥
声
哀
し
。

世
を
渉
っ
て
濁
浪
に
棹
さ
さ
ん
こ
と
。
留
っ
て
莱
を
翦
る
に
如
か
ず
。 

竹
雨
先
生
評
し
て
曰
く
「
竹
に
因
っ
て
興
を
発
し
、
写
し
て
団
欒
の
楽
し
み
に
到
る
。
末
幅
、
語
は
感
慨

に
入
り
凄
惻
限
り
無
し
」
と
。 

 

雪
晨
奇
景 

古
松
偃
蹇
翠
成
層
。
一
道
寒
泉
遶
石
鐙
。
深
夜
天
公
飛

玉
屑
。
白
描
山
下
獨
歸
僧
。 

古
松
偃
蹇
翠
層
を
成
す
。
一
道
の
寒
泉
石
鐙
を
遶
る
。
深
夜
天
公
玉
屑
を
飛
ば
し
。
白
描
す
山
下
独
帰
の
僧
。 

古
松
が
横
ざ
ま
に
生
え
て
い
て
、
そ
の
側
の
石
段
を
め
ぐ
っ
て
泉
が
流
れ
て
い
る
。
夜
に
入
っ
て
雪
が
積
っ
た
た
め
、
そ

れ
が
帰
山
す
る
一
人
の
僧
に
見
え
た
と
い
う
幻
想
詩
。 

 

顴
唐
人
眞
蹟 

羽
衣
舞
罷
失
芳
姿
。
曲
遏
行
雲
亦
一
時
。
唐
代
野
僧
曾

弄
筆
。
墨
痕
千
載
照
書
帷
。 

羽
衣
舞
い
罷
ん
で
芳
姿
を
失
し
。
曲
行
雲
を
遏
む
る
も
亦
一
時
。
唐
代
の
野
僧
曾
て
筆
を
弄
す
。
墨
痕
千
載
書

帷
を
照
ら
す
。 

ど
ん
な
美
し
い
舞
姿
で
も
、
ま
た
行
く
雲
を
遏
す
る
と
い
う
程
の
妙
な
る
音
楽
で
も
、
舞
う
間
、
歌
う
間
の
も
の
で
、
や

が
て
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
て
ゆ
く
の
に
、
唐
代
の
名
さ
え
さ
だ
か
で
な
い
坊
さ
ん
の
筆
蹟
が
千
数
百
年
後
の
今
も
猶
墨
痕

あ
ざ
や
か
に
、
書
斎
に
仰
が
れ
て
い
る
。
諸
君
、
夢
に
も
筆
を
お
ろ
そ
か
に
は
運
ぶ
ま
い
。 

 

浄
瑠
璃
人
形 

土
偶
購
來
陳
几
前
。
一
持
院
本
一
三
絃
。
無
聲
却
勝
有

聲
曲
。
細
説
人
情
幽
又
玄
。 

土
偶
購
い
来
っ
て
几
前
に
陳
ず
。
一
は
院
本
を
持
し
一
は
三
絃
。
無
声
却
っ
て
勝
る
有
声
の
曲
。
細
や
か
に
人

情
を
説
い
て
幽
又
玄
。 

延
領
欹
身
欲
語
遲
。
一
聲
裂
帛
撥
絃
時
。
無
心
土
偶
嬌

成
態
。
多
感
人
催
雙
涕
洟
。 

領(

く
び)

を
延
べ
身
を
欹(

そ
ば
だ)

て
て
語
ら
ん
と
欲
す
る
遅
し
。
一
声
裂
帛
絃
を
撥
う
時
。
無
心
の
土
偶
嬌

と
し
て
態
を
成
し
。
多
感
の
人
は
催
す
双
涕
洟
。 
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四
国
は
浄
瑠
璃
の
本
場
で
あ
る
。
こ
の
人
形
は
多
分
郷
土
芸
術
品
で
あ
ろ
う
。
多
感
の
詩
人
は
浄
瑠
璃
の
語
り
手
で
あ
ら

れ
る
、
恐
ら
く
腹
話
術
に
依
っ
て
「
…
…
わ
し
や
な
ん
ぼ
う
で
も
え
え
き
ら
ぬ
…
…
」
。
こ
の
二
首
は
白
楽
天
の
琵
琶
行
に

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。 

 

鄕
家
迎
誕
辰 

故
里
偶
迎
生
誕
辰
。
且
歡
且
戚
憶
雙
親
。
我
今
五
十
又

加
四
。
已
過
家
君
齡
一
春
。 

故
里
た
ま
た
ま
迎
う
生
誕
の
辰
。
か
つ
歓
び
か
つ
戚(

か
な
し)

み
双
親
を
憶
う
。
我
れ
今
五
十
又
四
を
加
え
。

己
に
家
君
に
過
ぐ
齢
一
春
。 

五
十
四
回
の
誕
生
日
に
迎
え
ら
れ
、
御
先
考
よ
り
一
才
を
越
さ
れ
た
詩
人
の
述
懐
。 

 

假
寓
奈
良
帶
解
寺 

南
去
平
城
一
里
餘
。
千
年
古
刹
許
僑
居
。
茂
林
脩
竹

臨
流
處
。
暫
避
炎
塵
學
坐
漁
。 

南
、
平
城
を
去
る
一
里
余
。
千
年
の
古
刹
許
に
僑
居
す
。
茂
林
脩
竹
流
に
臨
む
処
。
暫
ら
く
炎
塵
を
避
け
て
坐

漁
を
学
ぶ
。 

浄
域
留
蹤
亦
宿
縁
。
漂
流
濁
世
絶
葷
羶
。
古
都
天
地
多

靈
感
。
洗
硯
欲
參
文
字
禪
。 

浄
域
蹤
を
留
む
る
も
亦
宿
縁
。
濁
世
を
漂
流
し
て
葷
羶
を
絶
つ
。
古
都
の
天
地
霊
感
多
し
。
硯
を
洗
っ
て
参
ぜ

ん
と
欲
す
文
字
禅
。 

本
尊
お
び
と
け
地
蔵
は
安
産
の
お
守
を
授
く
る
所
と
か
、
清
和
天
皇
以
来
の
由
緒
あ
る
こ
の
名
刹
に
足
跡
を
留
め
る
の
も

何
か
の
宿
縁
。
物
資
不
足
の
た
め
と
は
い
え
、
葷
酒
や
も
ろ
も
ろ
の
な
ま
ぐ
さ
を
絶
っ
て
来
た
た
め
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く

古
都
の
天
地
は
三
筆
三
跡
に
も
ゆ
か
り
の
地
、
硯
を
洗
っ
て
大
に
文
字
禅
に
参
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
知
ら
ず
文

字
の
安
産
を
祈
念
さ
れ
し
や
否
や
。 

 

作
書
換
宣
紙 

世
情
一
擲
付
雲
煙
。
澄
慮
欲
參
文
字
禪
。
只
恨
劫
餘
縑

素
乏
。
塗
鴉
換
得
白
鵞
箋
。 

世
情
一
擲
雲
煙
に
付
す
。
澄
慮
参
ぜ
ん
と
欲
す
文
字
禅
。
只
恨
む
劫
余
縑
素
の
乏
し
き
を
。
塗
鴉
換
へ
得
た
り

白
鵞
箋
。 南

都
は
古
来
文
房
四
宝
に
富
む
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
は
そ
う
も
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
烏
を
白
鵞
に
換
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え
ら
れ
た
の
は
流
石
。 

 
篠
島
紀
游
五
首 

喪
亂
多
年
未
得
閑
。
爲
忘
行
樂
在
人
間
。
問
君
拉
我
去

何
處
。
滿
棹
清
風
碧
一
灣
。 

喪
乱
多
年
未
だ
閑
を
得
ず
。
為
め
に
忘
る
行
楽
の
人
間
に
在
り
し
を
。
問
う
君
我
を
拉
し
て
何
処
に
か
去
る
。

満
樟
の
清
風
碧
一
湾
。 

行
楽
が
人
間
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
た
も
道
理
。
当
時
お
菓
子
さ
え
も
最
早
や
生
涯
口
に
で
き
ま
い
と
私
な
ど
は
思
っ

て
い
た
。 

篠
島
如
螺
海
上
浮
。
松
沙
映
處
伍
閑
鴎
。
浴
潮
時
憩
高

巖
頂
。
斷
續
漁
歌
遠
近
舟
。 

篠
島
螺
の
如
く
海
上
に
浮
ぶ
。
松
沙
映
ず
る
処
閑
鴎
に
伍
す
。
潮
に
浴
し
て
時
に
憩
う
高
巌
の
頂
。
断
続
の
漁

歌
遠
近
の
舟
。 

が
、
流
石
に
詩
人
、
鴎
に
伍
し
、
漁
歌
を
聞
く
、
斯
く
て
こ
の
一
聯
の
吟
詠
を
生
ま
れ
た
。 

朱
欄
構
在
翠
微
巓
。
山
海
珍
羞
上
綺
筵
。
憂
患
十
年
無

此
樂
。
酒
中
憶
殺
李
青
蓮
。 

朱
欄
構
え
て
在
り
翠
微
の
巓
。
山
海
の
珍
羞
綺
筵
に
上
る
。
憂
患
十
年
此
の
楽
無
し
。
酒
中
憶
殺
す
李
青
蓮
。 

李
白
は
船
に
上
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
酒
中
仙
は
船
か
ら
更
に
翠
微
の
巓
に
上
ら
れ
た
。
李
白
一
斗
詩
百
篇
と
い
う
か
ら

詩
の
篇
数
か
ら
逆
算
し
て
、
五
合
の
酒
を
召
し
上
が
っ
た
と
解
釈
し
て
も
よ
か
ろ
う
。 

賓
主
盡
歡
相
與
横
。
忽
疑
半
夜
迅
雷
轟
。
起
推
窓
戸
天

無
影
。
月
照
牀
頭
室
有
聲
。 

賓
主
、
歓
を
尽
く
し
て
相
与(

と
も)

に
横
わ
る
。
忽
ち
疑
う
半
夜
迅
雷
轟
く
か
と
、
起(

た)

っ
て
窓
戸
を
推
せ

ば
天
に
影
無
し
、
月
は
牀
を
照
ら
し
て
室
に
声
有
り
。 

皆
さ
ん
解
り
ま
す
か? 

黄
庭
堅
答
へ
て
曰
く
「
爛
酔
臥
に
就
く
、
鼻
鼾
雷
の
如
し
」
と
。 

歸
帆
過
處
浪
翻
銀
。
雲
樹
烟
邨
入
眼
新
。
手
剖
章
魚
同

一
盞
。
長
風
吹
髪
拂
炎
塵
。 

帰
帆
過
ぐ
る
処
浪
、
銀
を
翻
え
す
。
雲
樹
煙
邨
、
眼
に
入
っ
て
新
。
手
に
章
魚
を
剖
き
て
一
盞
同
じ
ゅ
う
す
。

長
風
髪
を
吹
い
て
炎
塵
を
払
う
。 

締
め
く
く
り
と
し
て
の
貫
録
を
示
す
第
五
首
、
読
み
至
っ
て
思
わ
ず
朗
吟
し
て
し
ま
う
。
誰
で
す
か
タ
コ
で
一
パ
イ
や
り

た
い
な
ん
て
。 
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題
墨
竹 

清
節
高
風
推
此
君
。
四
時
情
趣
自
超
群
。
尤
欣
白
雨
一

過
後
。
燈
下
鉤
簾
看
綠
雲
。 

清
節
高
風
此
の
君
を
推
す
。
四
時
情
趣
自
ら
超
群
。
尤
も
欣
ず
白
雨
一
過
の
後
。
灯
下
に
簾
を
鉤
し
て
緑
雲
を

看
る
。 こ

の
一
首
に
よ
っ
て
、
王
徽
之
が
竹
を
指
し
て
「
何
ぞ
一
日
も
此
君
無
く
し
て
可
な
ら
ん
耶
」
と
い
っ
た
ゆ
え
ん
が
う
な

づ
け
る
で
あ
ら
う
。
芳
翠
画
伯
の
墨
竹
は
清
節
高
風
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

寄
驥
山
老
兄 

後
首
次
見
寄
韻 

劫
餘
天
地
感
懷
多
。
借
問
信
山
秋
奈
何
。
休
患
南
都
衣

食
乏
。
滿
林
錦
繍
滿
田
禾
。 

劫
余
の
天
地
感
懐
多
し
。
借
問
す
信
山
秋
い
か
ん
、
患
う
る
な
か
れ
南
都
衣
食
の
乏
し
き
を
。
満
林
の
錦
繍
、

満
田
の
禾
。 

何
と
い
う
豊
麗
な
消
息
詩
で
あ
ろ
う
。
大
和
路
の
紅
葉
の
錦
に
敞
衣
を
忘
れ
、
豊
か
な
稲
の
み
の
り
を
見
て
は
欠
配
遅
配

の
憂
さ
を
晴
ら
さ
れ
た
詩
史
。 

捨
姨
二
字
韻
何
悲
。
緬
想
騒
人
對
月
時
。
長
樂
寺
邊
瓢

裏
酒
。
和
將
雙
涙
濺
苔
碑
。 

姨
を
捨
て
る
の
二
字
、
韻
何
ぞ
悲
し
き
。
緬
想
す
騒
人
月
に
対
す
る
の
時
。
長
楽
寺
辺
、
瓢
裏
の
酒
。
双
涙
に

和
し
将(

も)

っ
て
苔
碑
に
濺
ぐ
。 

姨
捨
て
の
碑
に
涙
と
共
に
酒
を
手
向
け
ら
れ
た
驥
山
先
生
、
そ
の
夜
か
ら
、
夜
な
よ
な
、
鐘
が
ゴ
ン
と
鳴
る
や
、
老
女
の

来
訪
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
か
。 

 

拜
歡 

光
明
皇
后
御
書
樂
毅
論 

不
論
筆
蹟
屬
何
人
。
墨
妙
傳
來
希
世
珍
。
千
載
勅
封

今
始
闢
。
宛
然
得
見
右
軍
眞
。
筆
蹟
の
何
人
に
属
す
る
か
を
論
ぜ
ず
、
墨
妙
伝
え

来
る
希
世
の
珍
。
千
載
の
勅
封
今
始
め
て
闢(

ひ
ら)

く
。
宛
然
見
る
を
時
た
り
右
軍
の
真
。 

脱
却
範
疇
鋒
更
舒
。
署
名
何
讓
撫
臨
餘
。
入
神
筆
正
出

纎
手
。
俗
眼
誤
爲
髯
叟
書
。 

範
疇
を
脱
却
し
て
鋒
更
に
舒
ぶ
。
署
名
何
ぞ
撫
臨
の
余
に
譲
ら
ん
。
入
神
の
筆
は
正
に
繊
手
に
出
ず
。
俗
眼
誤
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て
髯
叟
の
書
と
為
す
。 

自
注
。
御
書
樂
毅
論
。
筆
勢
極
雄
強
。
且
以
巻
末
署
名
與
本
文
較
異
。
或
疑
。
其
筆

致
非
女
人
筆
。
今
拝
歡
眞
跡
。
則
知
其
爲
妄
説
矣
。 

自
注
に
曰
く
、
御
書
楽
毅
論
は
筆
勢
極
め
て
雄
強
、
且
つ
巻
末
の
署
名
、
本
文
と
や
や
異
な
る
を
以
て
或
は
疑

う
其
筆
致
女
人
の
筆
に
非
ざ
る
や
を
。
今
真
跡
を
拝
観
し
て
、
則
ち
そ
の
妄
説
た
る
を
知
る
矣
。 

竹
雨
曰
。
論
斷
截
然
。
一
決
衆
疑
。
君
深
于
書
法
。
精
于
鑒
識
。
人
應
首
肯
其
言
也
。 

竹
雨
先
生
評
し
て
曰
く
、
論
断
截
然
と
し
て
衆
疑
を
一
決
す
。
君
、
書
法
に
深
く
、
鑑
識
に
精
な
り
。
人
ま
さ

に
そ
の
言
を
首
肯
す
べ
し
と
。 

 

丙
戌
秋
晩
自
奈
良
至
刈
谷
途
上
所
見 

黄
波
遠
接
碧
雲
連
。
秋
滿
蜻
洲
劫
後
天
。
徒
手
空
拳
案

山
子
。
鳥
聲
喧
裏
立
禾
田
。 

黄
波
遠
く
碧
雲
に
接
し
て
連
る
。
秋
は
満
つ
蜻
洲
劫
後
の
天
。
徒
手
空
拳
の
案
山
子
。
鳥
声
喧
裏
禾
田
に
立
つ
。 

徒
手
空
拳
の
案
山
子
こ
そ
兵
器
も
砲
弾
も
奪
わ
れ
た
、
敗
戦
の
日
本
の
姿
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
と
も
詩
人
の
あ
る
時

の
自
画
像
か
も
知
れ
な
い
。 

 

丙
戌
歳
晩 

少
歳
塗
鴉
癖
未
除
。
字
爲
雲
勢
自
嘘
嘘
。
明
朝
五
十
更

加
五
。
還
染
冰
箋
成
墨
豬
。 

少
歳
塗
鴉
癖
未
だ
除
か
ず
。
字
は
雲
勢
を
為
し
て
自
ら
嘘
々
。
明
朝
五
十
更
に
五
を
加
う
。
還
た
冰
箋
を
染
め

て
墨
豬
を
成
す
。 

ま
た
冰
箋
を
染
め
て
墨
豬
を
成
す
。
衛
夫
人
筆
陣
図
に
「
多
肉
微
骨
の
者
、
之
を
墨
豬
と
謂
う
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

之
を
肉
太
に
し
て
骨
な
き
文
字
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
、
一
夜
明
く
れ
ば
亥
の
年
で
あ
る
、
墨
書
の
い
の
し
し
。 

 

丁
亥
新
年 

昭
和
二
十
二
年 

南
都
淨
刹
養
眞
來
。
人
竹
平
安
斗
柄
回
。
雪
案
迎
春
春

獻
瑞
。
兩
三
古
帖
一
枝
梅
。 

南
都
の
淨
刹
真
を
養
い
て
来
る
。
人
竹
平
安
斗
柄
回
る
。
雪
案
春
を
迎
え
て
春
瑞
を
献
ず
。
両
三
の
古
帖
一
枝

の
梅
。 南

都
の
浄
刹
に
於
け
る
澄
み
切
っ
た
書
聖
迎
春
の
姿
、
竹
、
学
び
の
机
、
古
法
帖
、
梅
、
世
も
平
安
で
あ
る
。 
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絶
無
空
襲
脅
春
正
。
鐵
帽
戎
衣
夢
後
情
。
羽
子
低
飛
追

翠
袖
。
紙
鳶
高
踏
瞰
蒼
生
。 

絶
え
て
空
襲
の
春
正
を
お
び
や
か
す
無
し
。
鉄
帽
戎
衣
夢
後
の
情
。
羽
子
低
飛
翠
袖
を
追
い
。
紙
鳶
高
踏
蒼
生

を
瞰(

み
お
ろ)

す
。 

こ
の
、
の
ど
か
な
一
首
の
中
に
、
つ
い
に
見
た
こ
と
の
な
い
、
国
民
服
と
は
い
え
鉄
兜
に
洋
服
姿
の
当
時
の
先
生
を
想
像

し
得
る
。
ま
た
詩
史
の
功
徳
で
あ
る
。 

 

偶
成 

何
人
眞
箇
是
英
雄
。
凡
聖
等
歡
雙
眼
中
。
絶
代
豪
華
恍

如
夢
。
醒
來
天
地
一
歸
空
。 

何
人
か
真
箇
是
れ
英
雄
。
凡
聖
等
し
く
観
る
双
眠
の
中
。
絶
代
の
豪
華
恍
と
し
て
夢
の
如
し
。
醒
め
来
っ
て
天

地
一
に
空
に
帰
す
。 

一
億
を
叱
陀
し
た
英
雄
も
一
朝
に
し
て
絞
首
台
の
露
と
消
え
た
。
ま
こ
と
に
絶
代
の
豪
華
恍
と
し
て
夢
の
如
し
で
あ
る
。 

 

偶
吟
示
諸
生 

妙
言
佳
句
寫
來
時
。
手
把
牀
頭
筆
一
枝
。
忙
裏
偸
閑
閑

適
意
。
學
書
何
患
歩
遲
遲
。 

妙
言
佳
句
写
し
来
る
の
時
。
手
に
把
る
牀
頭
の
筆
一
枝
。
忙
裏
閑
を
偸(

ぬ
す)

ん
で
閑
、
意
に
適
す
。
学
書
何

ぞ
患
え
ん
歩
の
遅
々
た
る
を
。 

た
え
に
し
て
お
も
い
に
か
な
う
こ
と
の
は
は 

こ
こ
ろ
し
づ
か
に
ふ
で
を
と
る
べ
し 

(

妙
に
し
て
思
い
に
適
う
言
の
葉
は
心
閑
か
に
筆
を
把
る
べ
し
。) 

 

帶
觧
寺
窓
竹 

三
尺
玻
璃
十
六
方
。
當
窓
綠
竹
見
殊
光
。
四
時
無
厭
自

然
畫
。
雨
洗
風
篩
還
雪
妝
。 

三
尺
の
玻
璃
十
六
方
。
当
窓
の
緑
竹
殊
光
を
見
る
。
四
時
厭
く
無
し
自
然
の
画
。
雨
洗
風
篩
還
た
雪
妝
。 

三
尺
の
硝
子
戸
十
六
枚
、
水
晶
の
様
に
磨
か
れ
て
い
る
、
澄
観
さ
る
る
書
聖
。
書
聖
が
竹
か
、
竹
が
書
聖
か
。 

 

謝
榎
陵
君
見
贈
手
獲
鮭 
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北
奥
銀
鱗
味
勝
鱸
。
恵
然
一
夜
落
寒
厨
。
山
重
水
複
君

家
遠
。
醉
舐
吟
毫
興
不
孤
。 

北
奥
の
銀
鱗
味
鱸
に
勝
る
。
恵
然
一
夜
寒
厨
に
落
つ
。
山
重
水
複
君
家
遠
し
。
酔
う
て
吟
毫
を
舐(

な
め)

れ
ば

興
孤
な
ら
ず
。 

李
白
も
こ
の
鮭
の
た
め
な
ち
ば
剡
中
へ
の
道
を
北
奥
に
向
け
た
で
あ
ろ
う
。
榎
陵
先
生
獲
物
の
意
外
に
大
き
か
っ
た
こ
と

に
二
度
び
っ
く
り
。 

 

偶
感 

運
腕
差
如
意
。
臨
池
四
十
年
。
雲
煙
供
養
足
。
何
日
得

通
仙
。 

運
腕
や
ゝ
意
の
如
し
。
臨
池
四
十
年
。
雲
煙
供
養
足
り
て
。
何
れ
の
日
か
仙
に
通
ず
る
を
得
ん
。 

東
壁
列
仙
の
班
に
招
か
れ
た
の
は
、
こ
の
十
二
年
後(

一
九
六
〇)
で
あ
る
。
前
後
半
世
紀
を
超
え
る
雲
煙
供
養
、
尊
し
と

も
尊
し
。 

 

漂
婦 

寒
流
晨
激
雨
耶
非
。
少
婦
臨
谿
洗
緥
衣
。
戈
熄
三
年
夢

難
結
。
空
勞
纎
手
侍
郎
歸
。 

寒
流
あ
し
た
に
激
す
る
は
雨
か
非
か
。
少
婦
谿
に
臨
ん
で
緥
衣
を
洗
う
。
戈
熄
ん
で
三
年
夢
結
び
難
し
。
空
し

く
繊
手
を
労
し
て
郎
の
帰
る
を
待
つ
。 

こ
の
詩
題
は
、
漂
母
に
よ
っ
て
着
想
さ
れ
た
創
造
語
の
由
で
あ
る
が 

い
か
に
も
古
典
的
な
感
じ
で
あ
る
。
内
容
と
共
に

坐
漁
に
よ
る
獲
物
と
も
言
え
る
こ
の
一
篇
。
遮
莫
こ
の
詩
と
、
李
白
の
子
夜
呉
歌
を
並
べ
て
見
て
、
干
二
百
年
の
距
り
が
感

ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
人
間
は
、
戦
争
と
い
う
惨
禍
を
ど
う
し
て
、
こ
う
も
引
っ
き
り
な
し
に
繰
り
返
え
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

時
事
漫
唫 

半
時
暗
澹
半
時
明
。
戰
禍
于
今
及
短
檠
。
懷
騁
當
年
空

襲
下
。
壕
中
滅
燭
坐
残
更
。 

半
時
は
暗
澹
半
時
は
明
。
戦
禍
今
に
お
い
て
短
檠
に
及
ぶ
。
懐
い
は
聘
す
当
年
空
襲
下
。
壕
中
燭
を
滅
し
て
殊

更
に
坐
す
。 

停
電
に
次
ぐ
に
停
電
、
当
時
、
電
気
、
瓦
斯
に
よ
る
生
活
さ
え
も
最
早
、
日
本
人
に
は
不
能
で
は
な
い
か
と
、
悲
観
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
起
す
。
併
し
敗
戦
の
故
に
、
物
質
面
に
於
け
る
復
興
は
、
目
覚
ま
し
く
、
戦
前
を
遙
か
に
凌
ぐ
程
の
豊
さ
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に
な
っ
た
。 

休
把
巷
談
登
舌
端
。
刧
餘
世
態
使
人
寒
。
亂
離
今
日
傷

心
地
。
詩
酒
何
時
繼
舊
觀
。 

巷
談
を
把
っ
て
舌
端
に
登
す
な
か
れ
。
劫
余
の
世
態
人
を
し
て
寒
か
ら
し
む
。
乱
離
今
日
心
地
を
傷
ら
ば
。
詩

酒
何
れ
の
時
に
か
旧
観
を
継
が
ん
。 

精
神
面
に
於
て
は
、
後
遺
症
の
悪
化
甚
だ
し
く
、
今
尚
、
言
う
に
忍
び
ず
、
聞
く
に
耐
へ
な
い
出
来
事
が
日
々
相
継
い
で

起
き
て
い
る
。 

衣
糧
乘
屋
百
無
全
。
仍
領
吟
花
弄
月
權
。
憂
國
詞
人
風

雅
士
。
啓
明
文
化
著
鞭
先
。 

衣
糧
乗
屋
す
べ
て
全
き
無
し
。
仍(

な)

お
領
す
吟
花
弄
月
の
権
。
憂
国
の
詞
人
風
雅
の
士
。
啓
晩
文
化
鞭
を
著

く
る
先
ん
ぜ
よ
。 

衣
、
食
、
住
、
車
、
一
つ
と
し
て
満
足
で
な
か
っ
た
当
時
、
詩
人
は
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
詠
い
あ
げ
ら
れ
て
、
こ
の
一
聯

の
詩
史
と
な
っ
た
。 

 

探
梅 

一
二
又
三
五
。
行
人
印
屐
痕
。
回
看
山
驛
路
。
踏
雪
到

梅
邨
。 

一
二
又
三
五
。
行
人
屐
痕
を
印
す
。
回
看
山
駅
の
路
、
雪
を
踏
ん
で
梅
邨
に
到
る
。 

前
首
に
所
謂
、
吟
花
弄
月
の
権
の
行
使
で
あ
る
。 

 

讀
詩
窓
十
四
年 

次
韻
以
道
謝 

劫
火
焚
書
所
剰
稀
。
一
篇
珠
玉
伴
鄕
歸
。
雨
聰
翦
看
無

厭
。
携
入
春
山
忘
采
薇
。 

劫
火
書
を
焚
い
て
剰(

あ
ま)

す
所
稀
な
り
。
一
篇
の
珠
玉
郷
に
伴
う
て
帰
る
。
雨
聰
燭
を
翦(

き)

つ
て
看
れ
ど

も
厭
く
無
し
。
携
え
て
春
山
に
入
っ
て
采
薇
を
忘
る
。 

劫
火
、
書
を
焚
い
て
剰
す
所
稀
で
あ
っ
た
の
で
、
古
本
屋
さ
え
目
に
つ
け
ば
、
眼
の
色
を
変
え
て
漁
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

漁
書
が
遂
に
癖
と
な
り
、
古
本
屋
巡
礼
を
す
る
内
、
樗
盦
、
先
生
壮
年
の
頃
に
書
か
れ
た
青
淵
詩
存
、
観
月
集
、
南
汎
集
等

に
奇
観
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
詩
人
は
一
篇
の
珠
玉
を
郷
里
に
伴
わ
れ
、
雨
天
に
は
燭
前
に
厭
く
な
く
、
晴
天
に
は
山
に
入

っ
て
わ
ら
び
を
採
る
こ
と
さ
え
忘
れ
て
耽
読
す
る
と
う
た
わ
れ
た
。
本
の
名
は
詩
窓
十
四
年
、
古
本
店
で
巡
り
会
い
た
い
も

の
で
あ
る
。 

 



 
 
16 

帯
解
寺
早
春 

春
入
僧
房
暖
尚
輕
。
南
簷
曝
背
對
新
晴
。
竹
深
黄
鳥
啼

無
影
。
露
重
紅
椿
落
有
聲
。 

春
は
僧
房
に
入
っ
て
暖
尚
お
軽
し
。
南
簷
背
を
曝
し
て
新
晴
に
対
す
。
竹
深
く
し
て
黄
鳥
啼
け
ど
も
影
無
し
。

露
重
く
し
て
紅
椿
落
ち
て
声
あ
り
。 

燃
料
乏
し
く
、
太
陽
熱
を
利
用
し
て
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
経
験
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
詩
人

の
曝
背
は
常
人
と
、
同
日
に
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
来
る
転
結
の
見
事
な
対
句
に
目
を
留
め
ら
れ
た
い
。 

 丁
亥
一
月
洗
神
君
來
過
。
即
次
其
所
携
缶
盧
題
畫
詩
韻
。 

煮
茗
留
賓
雪
後
天
。
寒
窓
綠
竹
拂
雲
烟
。
清
談
不
及
塵

煩
事
。
品
畫
評
書
日
似
年
。 

茗
を
煮
て
賓
を
留
む
雪
後
の
天
。
寒
窓
の
緑
竹
雲
姻
を
払
う
。
清
談
及
ば
ず
塵
煩
の
事
。
画
を
品
し
書
を
評
し

て
日
年
に
似
た
り
。 

賓
客
所
携
の
缶
盧
題
画
の
詩
を
次
韻
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
賓
主
の
茶
飲
み
話
の
模
様
を
通
じ
て
、
世
の
静
謐
の
様
ま
で
が

う
か
が
わ
れ
、
次
韻
と
は
思
え
な
い
。 

缶
盧
…
…
篆
刻
の
名
手
で
あ
り
、
且
つ
書
画
三
絶
と
い
わ
れ
る
清
の
呉
昌
碩
。 

 

芳
野
懷
古 

劫
後
來
尋
芳
野
春
。
梵
鐘
聲
裡
踏
香
塵
。
山
櫻
旭
日
猶

餘
在
。
唯
缺
烏
巾
緋
鎧
人
。 

劫
後
来
り
尋
ぬ
芳
野
の
春
。
梵
鐘
声
裏
香
塵
を
踏
む
。
山
桜
旭
日
猶
余

て
在
り
。
唯
欠
く
鳥
巾
緋
鎧
の
人
。 

し

緋
威
の
鎧
を
つ
け
て
太
刀
佩
き
て
見
ば
や
と
ぞ
思
ふ
山
桜
花
…
…
落
合
直
文 

 

洗
神
君
新
獲
缶
廬
厓
鞠
圖 

四
壁
寒
香
霜
氣
加
。
秋
光
一
半
屬
君
家
。
天
來
巧
想
入

神
筆
。
妙
絶
缶
翁
厓
鞠
花
。 

四
壁
寒
香
霜
気
加
わ
る
。
秋
光
一
半
君
家
に
属
す
。
天
来
の
巧
想
入
神
の
筆
。
妙
絶
缶
翁
厓
鞠
花
。 

缶
翁
奇
筆
繪
幽
香
。
詩
畫
與
書
倶
老
蒼
。
眼
看
壁
頭
厓
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鞠
色
。
薫
風
五
月
覺
秋
霜
。 

竹
雨
日
。
缶
翁
畫
格
。
俊
異
奇
逸
。
人
難
争
勝
。
此
作
善
稱
甚
妙
。
無
一
字
不
精
切
。 

缶
翁
の
奇
筆
幽
香
を
絵
す
。
詩
画
書
と
倶
に
老
蒼
。
眼
の
あ
た
り
見
る
壁
頭
厓
鞠
の
色
。
薫
風
五
月
秋
霜
を
覚

ゆ
。 

印
人
と
し
て
余
り
に
も
有
名
な
呉
昌
碩
の
画
は
中
年
後
に
学
び
初
め
ら
れ
た
と
の
由
で
あ
る
。(

呉
昌
碩
印
譜
初
集
白
紅
社

刊
解
説
参
照)

呉
譲
之
、
趙
之
謙
と
共
に
詩
書
画
三
絶
と
う
た
わ
れ
て
居
る
の
で
、
こ
の
厓
鞠
図
を
こ
の
様
に
看
ぜ
ら
れ
た

こ
と
が
う
な
づ
け
る
。
厓
鞠
と
い
う
字
義
が
解
り
兼
ね
た
の
で
、
お
尋
ね
し
た
ら
「
が
け
に
咲
い
た
菊
で
し
た
。
」
と
詩
人

は
教
え
て
下
さ
っ
た
。
大
字
典
で
は
「
鞠
、
菊
に
通
ず
」
と
あ
り
、
字
源
で
は
「
鞠
、
か
わ
ら
よ
も
ぎ
」
と
あ
る
、
か
わ
ら

よ
も
ぎ
は
菊
科
で
あ
っ
て
も
花
は
目
立
た
な
い
。
こ
こ
の
鞠
は
或(

あ
る
い)

は
野
菊
の
た
ぐ
い
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
南
国

肥
前
の
生
れ
で
あ
る
が
、
野
菊
の
盛
り
に
は
丘
陵
全
体
が
黄
金
色
に
光
り
、
香
り
に
包
ま
れ
て
し
ま
う
程
で
あ
る
。
殊
に
厓

に
た
れ
さ
が
っ
た
野
菊
は
想
っ
た
だ
け
で
香
っ
て
来
る
様
で
竹
雨
先
生
が
こ
の
詩
を
評
し
て
「
…
一
字
と
し
て
精
切
な
ら
ざ

る
な
し
」
と
言
わ
れ
た
意
が
解
る
。 

 

丁
亥
五
月
赴
于
仙
臺
本
宮
兩
地
講
習
會 

多
歳
江
湖
作
勝
遊
。
災
餘
自
擬
一
閑
鴎
。
酒
逋
書
債
猶

難
贖
。
載
筆
來
過
古
奥
州
。 

多
歳
江
湖
勝
遊
を
な
す
。
災
余
自
ら
擬
す
一
閑
鴎
。
酒
逋
書
債
猶
贖
い
難
く
。
筆
を
載
せ
て
来
り
過
ぐ
古
奥
州
。 

蔚
勃
と
し
て
復
興
し
た
書
道
熱
は
遂
に
書
聖
の
出
馬
を
乞
う
ま
で
に
昂
ま
っ
て
来
た
。
作
中
た
だ
、
転
句
の
酒
逋
を
飲
み

不
足
、
書
債
を
書
く
権
利
、
と
解
し
た
い
。 

 

酩
泥
雅
筵
席
上
率
賦 

三
十
年
來
把
臂
親
。
劫
餘
忽
作
異
郷
人
。
尊
前
有
涙
君

休
怪
。
千
里
相
逢
萬
感
臻
。
示
芳
哉
子 

こ
の
酩
泥
は
メ
ー
デ
ー
ま
つ
り
五
月
一
日
で
あ
ろ
う
し
、
酒
仙
の
集
ま
り
故
泥
の
如
く
酩
は
ふ
と
の
兼
ね
あ
い
で
あ
ら
う
。

尚
泥
は
ド
ロ
で
は
な
く
て
、
デ
イ
と
い
う
ナ
マ
コ
に
似
た
海
の
虫
だ
と
簡
野
道
明
先
生
は
説
い
て
あ
る
。 

三
十
年
来
臂
を
把
っ
て
親
し
む
。
劫
余
忽
ち
異
郷
の
人
と
な
る
。
尊
前
涙
有
り
君
怪
し
む
な
が
れ
。
千
里
棚
逢

い
て
万
感
い
た
る
。 

酒
は
涙
か
溜
息
か
。 

四
皓
下
山
來
乘
風
。
暫
時
遊
息
墨
林
中
。
欣
君
顔
色
猶

依
舊
。
白
草
原
頭
一
點
紅
。
呈
佩
玉
女
史 

四
皓
山
を
下
っ
て
来
て
風
に
乗
ず
。
暫
時
遊
息
す
墨
林
の
中
。
欣
ず
君
が
顔
色
猶
旧
に
依
る
を
。
白
草
原
頭
一

点
の
紅 
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比
喩
に
依
っ
て
興
を
発
す
る
妙
作
。
流
石
、
竹
堂
、
驥
山
と
そ
し
て
御
自
身
の
四
老
を
商
山
の
四
皓
に
た
と
え
、
白
髪
頭

を
白
草
原
と
仰
せ
ら
る
る
。
白
草
原
は
王
昭
君
の
青
塚
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
白
い
枯
草
原
の
中
に
、
そ
こ
だ
け
一
ケ
所
、
緑

の
草
が
生
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
佩
玉
女
史
を
紅
一
点
と
仰
せ
ら
れ
た
。 

別
膓
宏
豁
似
深
淵
。
滿
酌
對
君
誰
泰
然
。
觀
會
休
嘆
觥

小
。
獻
酬
終
夜
不
須
眠
。
呈
流
石
兄 

別
腸
宏
豁
深
渕
に
似
た
り
。
満
酌
君
に
対
し
て
誰
か
泰
然
。
歓
会
嘆
ず
る
な
か
れ
酒
觥
の
小
な
る
を
。
献
酬
終

夜
眠
る
を
須
い
ず 

満
酌
君
に
対
し
て
誰
か
泰
然
の
誰
か
は
実
は
詩
人
そ
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
飲
み
明
か
そ
う
と
結
句
さ
れ
た
の
が
そ
の
裏

づ
け
で
あ
る
。 

幾
度
酒
場
經
戰
功
。
堂
堂
引
滿
八
仙
雄
。
想
君
筆
陣
應

逾
健
。
萬
丈
遊
絲
収
掌
中
。
呈
竹
堂
兄 

幾
度
か
酒
場
戦
功
を
経
て
。
堂
堂
満
を
引
く
八
仙
の
雄
。
想
う
に
君
が
筆
陣
ま
さ
に
逾
よ
健
や
か
な
る
べ
し
。

万
丈
の
遊
絲
掌
中
に
収
む
。 

八
仙
の
雄
と
は
詩
人
昭
和
八
年
作
函
山
八
仙
歌
中
の
雄
と
解
し
た
。
ま
た
万
丈
の
遊
絲
と
は
仮
名
文
字
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。 

酹
酒
蘭
亭
祀
普
賢
。
驥
翁
何
譲
飲
中
仙
。
高
談
如
舊
不

知
老
。
下
筆
龍
蛇
驚
四
筵
。
呈
驥
山
兄 

酒
を
蘭
亭
に
酹
し
て
普
賢
を
祀(

ま
つ)

る
。
驥
翁
何
ぞ
飲
中
の
仙
に
譲
ら
ん
。
高
談
旧
の
如
く
老
を
知
ら
ず
。

筆
を
下
せ
ば
竜
蛇
四
筵
を
驚
か
す
。 

驥
山
先
生
を
飲
中
八
仙
、
就
中
、
張
旭
に
比
し
て
興
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
驥
翁
の
面
目
躍
如
。 

 

書
海
再
刊
一
周
年 

書
海
重
航
已
一
年
。
群
鵞
轉
項
舊
因
縁
。
墨
花
繚
亂
魁

文
化
。
遮
莫
狂
瀾
尚
拍
天
。 

書
海
重
航
已
に
一
年
。
群
鵞
項
を
転
ず
旧
因
縁
。
墨
花
繚
乱
と
し
て
文
化
に
魁
け
ず
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
狂
瀾

尚
天
を
拍
つ
は
。 

戦
後
、
再
刊
し
て
僅
々
一
年
、
已
に
こ
の
盛
況
、
天
を
拍
つ
狂
瀾
を
打
ち
越
え
打
ち
越
え
十
三
年
に
し
て
財
団
法
人
を
成

す
に
到
っ
た
。 

 

志
筑
中
島
氏
見
贈
手
製
銘
茶
賦
此
道
謝 

古
鼎
松
風
手
自
前
煎
。
筑
山
新
茗
洛
陽
泉
。
僧
房
清
寂
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無
人
到
。
投
筆
時
參
桑
苧
禪
。 

古
鼎
松
風
手
自
ら
煎
ず
。
筑
山
の
新
茗
洛
陽
の
泉
。
僧
房
清
寂
人
の
到
る
無
し
。
筆
を
投
じ
て
時
に
参
ず
桑
苧

禅
。 

澄
み
き
っ
た
た
た
ず
ま
い
を
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
ぞ
く
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。
茶
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
し
て
斯
く
ま
で

に
人
の
心
を
鎮
め
る
の
で
あ
ら
う
か
。
先
代
萩
の
『
か
た
へ
に
飾
る
黒
棚
よ
り
、
取
り
出
す
錦
の
袋
物
、
風
炉
に
架
け
た
る

茶
飯
釜
の
、
湯
の
試
み
を
千
松
に
、
飲
ま
す
茶
碗
も
楽
な
ら
で
、
お
末
が
業
を
信
楽
や
、
い
つ
水
注
し
を
炊
ぎ
桶
、
流
す
涙

の
水
こ
ぼ
し
、
心
も
滴
き
洗
い
米
、
釜
に
移
し
て
風
炉
の
炭
、
直
し
て
あ
お
ぐ
扇
さ
え
…
…
。 

こ
の
上
な
く
し
ん
み
り
聴
か
れ
る
の
も
、
叙
述
に
、
所
作
に
、
遺
っ
た
茶
道
具
の
功
徳
で
あ
ら
う
。
松
風
の
音
を
起
す
古

い
風
炉
釜
に
、
京
の
水
を
煮
て
、
筑
波
山
の
新
茶
を
い
れ
、
人
無
き
方
丈
に
、
し
ば
し
筆
を
忘
れ
た
筆
聖
の
寂
然
た
る
姿
。 

桑
苧
禅
…
茶
経
三
巻
を
撰
し
て
有
名
な
唐
の
陸
羽
が
桑
苧
翁
と
号
す
る
の
で
、
時
々
桑
苧
翁
の
禅
に
参
ず
る
と
し
ゃ
れ
た

も
の
で
あ
ら
う 

 

篆
刻 

幽
齋
揮
鐵
筆
。
朱
白
奪
天
工
。
大
海
掣
鯨
手
。
役
來
方

寸
中
。 

幽
齋
鐵
筆
を
揮
う
。
朱
白
天
工
を
奪
う
。
大
海
鯨
を
掣
す
る
の
手
。
役
し
来
る
方
寸
の
中
。 

篆
刻
彫
虫
の
技
と
い
え
ば
小
細
工
を
悔
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
一
寸
四
方
の
中
の
小
字
と
雖
も
天
を
衝
き
地
を
貫
く
勢

が
有
る
な
ら
ば
三
丈
の
壁
に
書
か
れ
た
大
文
字
と
異
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
様
な
本
当
の
篆
刻
を
詠
ま
れ
た
こ
の
作
、
兎
角

小
刀
の
先
で
デ
ッ
チ
ア
ゲ
て
奇
を
衒
う
向
き
の
お
護
符(

ふ
だ)

に
こ
の
詩
を
写
し
て
さ
し
上
げ
た
い
。 

 

南
都
寓
目 

鋤
犁
侵
淨
域
。
滿
地
只
藷
禾
。
鐘
廢
樓
空
在
。
南
瓜
繚

似
蘿
。 

鋤
犁
浄
域
を
侵
す
。
満
地
只
藷
禾
。
鐘
廃
し
て
楼
空
し
く
在
り
。
南
瓜
繚
う
て
蘿
に
似
た
り
。 

終
戦
二
年
、
糧
食
愈
々
乏
し
く
、
人
民
は
殆
ん
ど
俄
百
姓
に
な
っ
た
。
自
裁
自
食
。
供
出
に
因
る
鐘
の
無
い
鐘
楼
に
南
瓜

が
這
い
か
ぶ
さ
っ
た
寺
院
の
多
い
古
都
の
情
景
、
悽
蒼
で
あ
る
。 

 

訪
竹
堂
于
富
士
山
麓
而
不
遇 

雲
低
岳
麓
柳
毿
毿
。
燕
子
飛
過
何
氏
庵
。
村
驛
蕭
條
君

不
見
。
一
簑
烟
雨
向
湘
南
。 

雲
は
岳
麓
に
低
れ
て
柳
毿
々(

さ
ん
さ
ん)

。
燕
子
飛
ん
で
過
ぐ
何
氏
の
庵
。
村
駅
蕭
条
と
し
て
君
見
え
ず
。
一

簑
の
姻
雨
湘
南
に
向
う
。 
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不
自
由
な
乗
物
も
親
友
に
遇
う
楽
し
み
の
前
に
は
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
遇
は
ず
に
帰
れ
ば
又
千
里
、
一
簑
の
姻
雨
湘

南
に
向
う
。
鄭
谷
の
、
「
君
は
瀟
湘
に
向
い
我
は
秦
に
向
う
。
」
と
は
亦
別
種
の
ペ
ー
ソ
ス
。 

 

丁
亥
八
月
邂
逅
如
流
書
伯
于
松
里
山
人
邸 

臨
騎
曾
共
品
鵞
群
。
刧
後
瓢
零
一
片
雲
。
偶
爾
流
過
衣

浦
畔
。
墨
華
薫
處
忽
看
君
。 

臨
池
曽
て
共
に
鵞
群
を
品
す
。
劫
後
瓢
零
一
片
の
雲
。
偶
爾
流
れ
過
ぐ
衣
浦
の
畔
。
墨
華
薫
ず
る
処
忽
ち
君
を

看
る
。 前

詩
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
是
は
又
偶
然
邂
逅
の
う
れ
し
さ
、
あ
れ
は
駿
州
岳
麓
、
こ
れ
は
尾
州
衣
が
浦
雲
水
の
流
る
る

が
如
き
行
脚
、
結
句
ま
こ
と
に
適
切
如
流
先
生
名
は
郁
。 

 

偶
作 

食
無
魚
介
出
無
車
。
彈
鋏
高
歌
又
歎
嗟
嵯
。
履
正
則
窮

歪
則
達
。
何
慙
劫
後
未
成
家
。 

食
に
魚
介
無
く
出
づ
る
に
筆
無
し
。
鋏
を
弾
い
て
高
歌
又
歎
嗟
。
正
を
履
め
ば
則
ち
窮
し
歪
な
れ
ば
達
す
。
何

ぞ
懸
じ
ん
劫
後
未
だ
家
を
成
さ
ざ
る
を
。 

こ
の
機
会
に
故
事
を
学
ぼ
う
。
史
記
孟
嘗
君
伝
に
「
馮
驩
、
孟
嘗
君
の
客(

食
客)

を
好
む
と
聞
き
て
之
に
見
ゆ
。
孟
嘗
君

を
伝
舎
に
置
く
。
驩
そ
の
剣(

鋏)

を
弾
じ
て
歌
い
て
曰
く
。
長
鋏
帰
来
乎
、
食
に
魚
無
し
と
。
孟
嘗
君
之
を
幸
舎
に
遷
す
。

食
に
魚
あ
り
。
復
た
剣
を
弾
じ
て
歌
い
て
曰
く
、
長
鋏
帰
来
乎
、
出
る
に
輿
無
し
と
。
孟
嘗
君
之
を
代
舎
に
遷
す
。
出
入
に

輿
車
あ
り
。
又
剣
を
弾
じ
て
歌
い
て
曰
く
、
長
鋏
帰
来
乎
。
以
て
家
を
為
す
無
し
と
。
云
云
」 

こ
の
故
事
を
知
っ
て
こ
の
作
を
鑑
賞
す
る
と
興
趣
格
別
と
信
ず
る
。
字
引
で
は
弾
鋏
＝
「
主
人
を
諷
し
て
禄
位
を
求
む
」

と
あ
る
。
詳
し
く
知
ろ
う
と
す
る
人
は
中
国
故
事
物
語(

河
出
書
房
新
杜
刊)

の
「
長
鋏
帰
来(

か
え)

ら
ん
か
」
の
項
を
見
ら

る
る
と
よ
い
。 

 

鷺 

白
鷺
爲
群
何
處
歸
。
一
行
遠
暎
碧
天
飛
。
山
中
自
有
水

明
地
。
莫
向
泥
沙
汚
雪
衣
。 

竹
雨
曰 

寄
興
深
微
。
不
堕
詠
物
熟
路
。 

白
鷺
群
を
爲
し
て
何
れ
の
処
に
か
帰
る
。
一
行
遠
く
碧
天
に
映
じ
て
飛
ぶ
。
山
中
自
ら
水
明
の
地
有
ら
ん
。
泥

沙
に
向
っ
て
雪
衣
を
汚
す
な
か
れ
。 

お
お
い
、
前
衛
に
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
正
道
に
つ
け
、
正
道
に!! 

こ
の
解
釈
如
何
。 
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戯
言
博
粲 

作
詩
不
若
耨
田
疇
。
文
筆
難
爲
升
斗
謀
。
歸
去
故
山
無

尺
地
。
自
嗤
家
法
倣
南
州
。 

詩
を
作
る
は
田
畴
に
耨(
く
さ
ぎ)

る
に
若(

し)

か
ず
。
文
筆
為
し
難
し
升
斗
の
謀
。
故
山
に
帰
り
去
っ
て
尺
地

無
し
。
自
ら
嗤(

わ
ら)

う
家
法
南
洲
に
倣(

な
ら)

い
し
を
。 

詩
を
作
る
よ
り
田
を
作
れ
と
言
い
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
通
り
、
そ
の
頃
文
筆
で
は
生
計
が
た
た
な
か
っ
た
の
で
、
故
山
に

帰
っ
た
が
、
作
ろ
う
に
も
田
畑
が
な
い
。
そ
れ
は
家
憲
と
し
て
西
郷
さ
ん
の
遺
法
を
用
い
た
か
ら
だ
、
と
の
詩
人
の
ざ
れ
ご

と
。
南
洲
翁
の
詩
に
「
幾
た
び
か
辛
酸
を
歴
て
志
始
め
て
堅
し
。
丈
夫
玉
砕
甎
全
を
恥
づ
。
我
家
の
遺
法
人
知
る
や
否
や
。

児
孫
の
為
め
に
美
田
を
買
は
ず
」
と
あ
る
。 

 

詠
史 

趙
高
捕
鹿
獻
君
王
。
呼
馬
呼
麋
亦
未
妨
。
只
恐
人
間
心

類
獸
。
大
秦
丞
相
是
豺
狼
。 

趙
高
、
鹿
を
捕
へ
て
君
主
に
献
ず
。
馬
と
呼
び
麋
と
呼
ぶ
も
亦
未
だ
妨
げ
ず
。
只
恐
る
人
間
の
心
獣
に
類
す
る

を
。
大
秦
の
丞
相
は
是
れ
豺
狼
。 

秦
の
天
下
を
横
領
し
よ
う
と
し
た
、
秦
の
丞
相
趙
高
は
、
鹿
を
馬
と
言
い
張
っ
て
君
王
に
献
じ
た
。
そ
の
言
に
従
っ
た
臣

下
を
味
方
に
つ
け
、
反
対
し
た
者
を
殺
し
て
謀
反
を
遂
げ
た
。
こ
こ
ま
で
が
故
事
で
、
詩
人
は
こ
う
仰
し
ゃ
る
。
鹿
を
指
し

て
馬
と
い
っ
た
っ
て
そ
れ
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
只
恐
れ
る
の
は
人
間
の
心
が
獣
に
類
す
る
こ
と
だ
。
趙
高
は
人
間
面

を
し
て
い
て
も
山
犬
や
狼
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
。
麋
は
鹿
の
一
種
、
鹿
は
仄
字
で
平
灰
が
合
わ
ぬ
た
め
に
平
字
の
麋
が
用

い
ら
れ
た
。 

尚
、
謀
ら
れ
た
君
王
胡
亥
は
馬
も
鹿
も
け
じ
め
の
つ
か
な
い
暗
愚
故
、
馬
鹿(

ば
ろ
く)

と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
が
バ
カ
の
初

ま
り
と
い
う
説
が
あ
る
。 

 

帶
解
寺
偶
唫 

地
偏
無
俗
累
。
境
靜
有
泉
聲
。
竹
影
描
窓
搖
。
香
煙
題

壁
縈
。 

地
偏
に
し
て
俗
累
な
く
。
境
静
か
に
し
て
泉
声
あ
り
。
竹
影
窓
に
描
い
て
揺(

ゆ)

れ
。
香
煙
壁
に
題
し
て
縈(

め

ぐ)

る
。
』 お

び
と
け
寺
の
素
描
、
全
対
格
を
以
て
画
然
。
偶
唫
…
…
偶
吟
に
同
じ
。 

 

題
畫 
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孤
松
幽
澗
底
。
老
幹
拂
雲
端
。
半
夜
濤
聲
起
。
曉
天
嵐

氣
寒
。 

孤
松
幽
澗
の
底
。
老
幹
雲
端
を
払
う
。
半
夜
濤
声
起
り
。
暁
天
風
気
寒
し
。(

寒
韻 

端
、
寒) 

是
を
私
は
次
の
通
り
読
ん
で
全
対
格
と
見
た
い
。 

孤
松
、
澗
底
に
、
幽(
し
ず
か)

に
、 

老
幹
、
雲
端
を
、
払
う
。 

半
夜
、
濤
声
起
り
、 

暁
天
、
嵐
気
寒
し
。 

濤
声
…
…
こ
の
場
合
松
籟
の
事
で
波
音
で
は
な
い
。 

 

丁
亥
九
月
關
東
大
洪
水 

刀
江
氾
濫
決
階
隄
流
。
濁
浪
將
呑
關
八
州
。
昨
苦
旱
乾

今
惱
水
。
敗
残
家
國
那
多
憂
。 

刀
江
氾
濫
、
隄
を
決
し
て
流
る
。
濁
浪
将
に
呑
ま
ん
と
す
関
八
州
。
昨
旱
乾
に
苦
し
み
今
水
に
悩
む
。
敗
残
の

家
国
那
ん
ぞ
憂
多
き
。 

(

尤
嗣
、
流
、
州
、
憂) 

刀
江
、
即
ち
利
根
川
の
洪
水
を
嘆
か
れ
た
詩
史
、
当
時
の
国
情
は
真
に
惨
憺
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

濫
伐
山
林
不
省
災
。
一
朝
騎
虎
勢
難
回
。
如
今
旱
潦
禍

相
接
。
似
警
人
間
猪
口
才
。 

山
林
を
濫
伐
し
て
炎
を
省
み
ず
。
一
朝
騎
虎
勢
い
回
し
難
し
。
如
今
旱
潦
、
禍
相
接
す
。
警
む
る
に
似
た
り
人

間
猪
口
の
才
。 

(

灰
韻
、
災
、
回
、
才) 

山
栄
え
れ
ば
国
栄
え
、
山
衰
ゆ
れ
ば
国
衰
ゆ
る
と
は
古
来
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
又
江
を
治
む
る
者
は
国
を
治
む
と
も
言

は
れ
る
。
猪
口
才
の
濫
伐
、
仁
者
を
し
て
山
を
哀
し
ま
し
め
、
旱
潦
相
次
で
禍
を
招
き
知
者
を
し
て
水
を
哀
し
ま
せ
た
の
で

あ
っ
た
。 

 

臨
池
雜
興 

書
法
千
年
何
所
宗
。
興
來
揮
灑
豁
心
胸
。
呉
牋
歎
雪
寒

光
淨
。
徽
墨
飄
香
瑞
色
濃
。
筆
底
風
生
蹲
猛
虎
。
硯
池

雲
起
躍
潜
龍
。
塗
鴉
畢
竟
吾
娯
我
。
未
必
追
隨
先
哲
蹤
。 

竹
雨
曰 

中
幅
二
聯
。
詠
出
紙
墨
筆
硯
。
首
尾
語
意
相
應
。
別
有
會
心
。
可
謂
完
整
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作
。 

書
法
千
年
何
の
宗
と
す
る
所
ぞ
。
興
来
っ
て
揮
灑
す
れ
ば
心
胸
豁
し
。
呉
牋
雪
を
欺
い
て
寒
光
浄
く
。
徽
墨
香

を
飄
し
て
瑞
色
濃
や
か
な
り
。
筆
底
風
生
じ
て
猛
虎
蹲
ま
り
。
硯
池
雲
起
っ
て
潜
竜
躍
る
。
塗
鴉
畢
竟
吾
れ
我
を

娯
し
む
。
未
だ
必
ず
し
も
先
哲
の
蹤
に
追
随
せ
ず
。 

(

冬
韻) 

宗
＝
ほ
ん
も
と 

呉
牋
＝
呉
、
即
ち
中
国
江
蘇
省
産
の
紙 

徽
墨
＝
中
国
徽
州
府
産
の
墨
。 

塗
鴉
＝
く
ろ
く
塗
る
、
即
ち
文
字
を
書
く
こ
と 

蹤
＝
あ
し
あ
と 

七
言
律
詩
を
学
ぶ
た
め
そ
の
平
灰
を
し
ら
べ
て
見
よ
う
。(

○
平
字
、
●
灰
字
、
△
韻
字) 

書○

法●

千○

年○

何○

所●

宗△

。
興●

來○

揮○

灑●

豁●

心○

胸△

。
↓
起
聯 

呉○

牋○

歎●

雪●

寒○

光○

淨●

。
徽○

墨●

飄○

香○

瑞●

色●

濃△

。
↓
頷
聯 

筆●

底●

風○

生○

蹲○

猛●

虎●

。
硯●

池○

雲○

起●

躍●

潜○

龍△

。
↓
頸
聯 

塗○

鴉○

畢●

竟●

吾○

娯○

我●

。
未●

必●

追○

隨○

先○

哲●

蹤△

。
↓
尾
聯 

〔
平
灰
の
約
束
〕
第
一
句
の
第
二
字
が
仄
字
で
あ
る
と
き
は
そ
の
平
仄
式
を
仄
起
式
と
い
う
。
こ
の
詩
は
仄
起
式
で
あ
る
。

第
二
字
が
仄
な
ら
ば
第
四
字
は
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
二
四
不
同
と
い
う
。
第
二
字
が
仄
な
ら
ば
第
六
字
も
仄

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
二
六
対
と
い
う
。 

第
一
句
の
第
二
字
が
仄
な
ら
ば
第
二
句
の
第
二
字
は
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
二
四
不
同
二
六
封
の
規
定
に
よ

っ
て
第
二
句
の
第
四
字
は
仄
、
第
六
字
は
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
句
の
平
灰
は
第
二
句
と
同
じ
く
、
第
四
句
の
平
灰
は
第
一
句
と
同
じ
に
な
る
。
こ
れ
は
丁
度
、
第
二
句
と
第
三
句
と

の
間
に
折
目
の
あ
る
屏
風
の
よ
う
な
も
の
で
、
平
仄
に
つ
い
て
は
左
右
対
照
と
な
る
。
第
四
句
と
第
五
句
と
の
間
に
も
、
第

六
句
と
第
七
句
と
の
間
に
も
お
の
お
の
折
目
が
あ
っ
て
、
右
と
同
じ
こ
と
を
繰
返
え
す
。 

〔
韻
の
約
束
〕
第
一
・
二
・
四
・
六
・
八
の
各
句
は
韻
を
ふ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
詩
の
場
合
は
上
平
声
冬
韻
で
あ
る
。

但
し
第
一
句
は
例
外
と
し
て
韻
を
ふ
ま
ぬ
詩
も
あ
る
。
平
韻
の
場
合
第
三
・
五
・
七
の
各
句
の
第
七
字
は
仄
字
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
平
仄
の
約
束
中
、
左
右
対
照
を
破
る
こ
と
に
な
る
。 

〔
対
句
の
約
束
〕
二
句
づ
つ
を
一
聯
と
し
て
、
起
・
頷
・
頸
・
尾
の
四
聯
と
な
る
。
こ
の
内
頷
聯
と
頸
聯
と
は
、
必
ず
厳
密

な
対
句
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
詩
の
対
句
は
、
呉
牋
と
徽
墨
の
物
質
、
欺
雪
と
飄
香
の
天
然
現
象
、
寒
光
と
瑞
色
の

天
然
現
象
、
浄
と
濃
の
感
覚
。
ま
た
筆
底
と
硯
池
の
位
置
、
風
生
と
雲
起
の
作
用
、
蹲
と
躍
の
動
作
、
猛
虎
と
潜
竜
の
動
物
。

と
句
々
字
々
類
概
念
が
相
対
し
て
み
ご
と
で
あ
る
。 

起
聯
と
尾
聯
は
、
意
味
を
以
て
相
対
し
て
い
る
。
さ
れ
ば
土
屋
竹
雨
先
生
も
評
し
て
曰
く
「
中
幅
の
二
聯
は
、
紙
墨
筆
硯

を
詠
出
し
、
首
尾(

起
尾
両
聯)

は
語
意
相
応
ず
。
完
整
の
作
と
謂
う
可
し
」
と
。 

こ
の
詩
を
自
書
、
使
用
中
の
扇
子
を
某
大
家
が
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
、
末
句
「
未
必
追
随
先
哲
蹤
」
に
至
っ
て
、
大
し
た

見
識
で
す
ね
と
感
嘆
せ
ら
れ
た
由
さ
も
そ
う
ず
、
さ
も
あ
り
な
ん
。 

尚
、
序
で
な
が
ら
、
絶
句
と
い
う
の
は
律
詩
が
半
分
に
絶
た
れ
た
形
の
詩
で
、
例
え
ば
こ
の
詩
の
初
め
の
四
句
を
採
る
と
、

仄
起
式
後
対
格
の
七
言
絶
句
を
成
し
、
後
半
の
四
句
を
採
る
と
仄
起
式
前
対
格
の
七
言
絶
句
、
ま
た
三
・
四
・
五
・
六
の
四

句
を
採
る
と
、
こ
れ
は
平
起
式
全
対
格
の
七
言
絶
句
を
成
す
の
で
あ
る
。
尚
又
、
よ
く
整
っ
た
律
詩
に
な
る
と
、
一
・
二
・

七
・
八
の
四
句
を
採
っ
て
も
一
首
の
七
言
絶
句
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。 
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釣
蟹 丁

亥
十
月
初
五
與
澄
心
會
同
人
釣
蟹
於
衣
浦
此
日
収
獲
甚
少
矣 

東
海
書
人
偶
擲
毫
。
扁
舟
載
酒
釣
沙
螯
。
無
腸
公
子
斂

戈
北
。
不
似
横
行
波
底
豪
。 

丁
亥
十
月
初
五
澄
心
会
同
人
と
と
も
に
蟹
を
衣
浦
に
釣
る
。
此
の
日
収
穫
甚
だ
小
な
り
。 

東
海
の
書
人
偶
ま
毫
を
擲
う
ち
。
扁
舟
酒
を
載
せ
て
沙
蟄
を
釣
る
。
無
腸
の
公
子
戈
を
斂
め
て
北
ぐ
。
似
ず
横

行
波
底
の
豪
。(

豪
韻
、
毫
、
蜜
、
豪) 

沙
螯
＝
カ
ニ
の
こ
と
。
無
腸
の
公
子
も
カ
ニ
の
異
名
で
あ
る
。 

北
＝
敗
北
の
北
で
、
逃
げ
る
こ
と
。 

戈
を
お
さ
め
て
逃
げ
る
と
は
、
常
に
波
底
を
横
行
す
る
豪
の
も
の
に
も
似
合
わ
し
か
ら
ぬ
と
の
御
託
宣
で
あ
る
が
、
こ
の

一
戦
果
し
て
勝
ち
戦
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
負
け
惜
し
み
か
。
副
題
に
は
、
こ
の
日
収
穫
甚
だ
少
し
と
あ
る
。 

 

訪
栗
野
君
於
銀
街 

訪
到
繁
華
熱
閙
街
。
掩
窓
忽
是
一
閑
齋
。
孤
燈
對
酌
肝

相
照
。
吐
盡
胸
中
萬
斛
懷
。 

訪
て
到
る
繁
華
熱
閙
の
街
。
窓
を
掩
べ
ば
忽
ち
是
れ
一
閑
齋
。
孤
灯
対
酌
、
肝
相
照
ら
す
。
吐
き
尽
く
す
胸
中

万
斛
の
懐
。(

佳
韻
、
衛
、
齋
、
懐) 

熱
閙
＝
混
雑
す
る
こ
と
、
さ
わ
が
し
き
こ
と
。 

戦
災
後
別
れ
別
れ
に
な
っ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
上
京
、
久
し
振
り
に
銀
座
に
粟
野
氏
を
た
づ
ね
ら
れ
た
時
の
作
。
粟
野

氏
も
非
常
に
喜
ん
で
店
を
早
仕
舞
し
て
板
戸
を
下
ろ
し
、
街
の
雑
踏
を
遮
断
し
て
、
一
灯
の
下
に
対
坐
、
酒
を
酌
み
交
し
な

が
ら
肝
膽
相
照
ら
し
て
積
る
懐
い
を
吐
き
つ
く
さ
れ
た
。
録
音
が
な
い
の
で
話
の
内
容
は
知
る
由
も
な
い
が
、
師
弟
の
情
の

こ
ま
や
か
さ
が
、
し
み
じ
み
と
美
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
作
で
あ
る
。 

 

題
自
畫
竹 

或
爲
扶
老
杖
。
又
作
釣
魚
竿
。
競
向
人
間
去
。
孤
高
節

獨
安
。 

或
は
老
を
扶
く
る
の
杖
と
な
り
。
又
釣
魚
の
竿
と
な
り
。
競
い
て
人
間
に
向
っ
て
去
る
。
孤
高
、
節
ひ
と
り
安

し
。(

寒
韻
、
竿
、
安) 

詩
人
は
水
墨
画
の
名
手
。
殊
に
、
琅
玕
無
限
の
色
彩
を
黒
白
に
よ
っ
て
の
表
現
甚
妙
。
に
拘
わ
ら
ず
、
曽
て
誌
上
に
発
表

さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
孤
高
節
独
り
安
ん
ぜ
ら
る
る
な
る
べ
し
。 
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秋
晩
囑
目 

黄
波
萬
頃
刈
禾
闌
。
人
散
西
疇
暮
靄
殘
。
利
刄
一
鎌
誰

放
却
。
初
三
纎
月
挂
林
端
。 

黄
波
高
頃
刈
禾
闌
な
り
。
人
散
じ
て
西
疇
暮
靄
残
す
。
利
刄
一
鎌
誰
か
放
却
す
。
初
三
の
繊
月
林
端
に
挂
く 

(

寒
韻
、
闌
、
残
、
端) 

こ
の
様
な
発
送
は
、
と
か
く
日
本
人
好
み
、
い
わ
ゆ
る
和
臭
と
し
て
難
じ
ら
れ
そ
う
な
情
景
で
あ
る
。
併
し
こ
の
考
え
が

和
、
唐
共
通
で
あ
る
こ
と
は
、
韓
愈
の
詩
に
「
晴
雲
如
擘
絮
、
新
月
似
磨
鎌
」
と
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。 

 

戊
子
一
月
念
九
第
五
十
六
誕
辰
偶
聞
外
孫
出
生
記
喜 

昭
和
二
十

三
年 

七
八
誕
辰
寧
樂
迎
。
飛
書
朝
報
外
孫
生
。
誰
將
趙
璧
比

兒
子
。
不
換
大
秦
三
五
城
。 

七
八
の
誕
辰
寧
楽
に
迎
う
。
飛
書
あ
し
た
に
報
ず
外
孫
の
生
る
る
を
。
誰
か
趙
璧
を
以
て
児
子
に
比
す
。
換
え

ず
大
秦
の
三
五
城
。 

(

庚
韻
、
迎
、
生
、
城) 

し
ろ
が
ね
も
く
が
ね
も
た
ま
も
な
に
せ
む
に
ま
さ
れ
る
た
か
ら
こ
に
し
か
め
や
も 
 
山
上
憶
良 

 

偶
成 

暴
虎
憑
河
客
氣
灰
。
壯
心
依
舊
尚
崔
嵬
。
平
生
渉
獵
千

年
史
。
静
閲
古
今
成
敗
來
。 

暴
虎
憑
河
客
気
霜
灰
す
。
壮
心
旧
に
依
っ
て
尚 

崔
嵬
。
平
生
渉
猟
す
千
年
の
史
。
静
か
に
古
今
の
成
敗
を
閲

し
て
来
る
。(

灰
韻
、
灰
、
嵬
、
来) 

こ
う
し
て
清
澄
高
雅
な
書
格
が
ひ
ら
か
れ
、
円
熟
沈
潜
し
た
筆
致
が
示
現
さ
れ
て
来
た
と
信
ず
る
。 

 

訪
舊
友
砂
洲
君
于
立
田
村
四
首 

雲
樹
煙
邨
野
水
涯
。
墨
香
飄
處
是
君
家
。
因
懷
夏
曉
風

生
座
。
十
里
平
田
盡
藕
花
。 

雲
樹
煙
邨
野
水
の
涯
。
墨
香
飄
る
処
是
れ
君
家
。
因
っ
て
懐
う
夏
暁
風
座
に
生
ず
る
を
。
十
里
平
田
尽
く
藕

花
。(

麻
繊
、
涯
、
家
、
花) 
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驅
使
龍
蛇
競
筆
端
。
墨
池
硯
海
幾
波
瀾
。
卅
年
一
過
餘

豪
在
。
舊
誌
與
君
燈
下
看
。 

竜
蛇
を
駆
使
し
て
筆
端
に
競
わ
し
む
。
墨
池
硯
海
幾
波
瀾
。
卅
年
一
過
余
豪
在
り
。
旧
誌
君
と
灯
下
に
看
る
。

(

寒
韻
、
端
、
瀾
、
看) 

岐
蘇
分
水
野
田
間
。
夕
照
映
波
柔
櫓
閑
。
曾
訪
蘭
亭
僦

舟
去
。
篷
窓
復
看
畫
眉
山
。 

岐
蘇
水
を
分
つ
野
田
の
間
、
夕
照
波
に
映
じ
て
柔
櫓
閑
な
り
。
曽
て
蘭
亭
を
訪
れ
舟
を
僦
い
て
去
る
。
篷
窓

復
た
見
る
画
眉
の
山
。(

刪
韻
、
間
、
閑
、
山) 

相
逢
悵
酌
別
離
巵
。
得
意
人
間
之
能
幾
時
。
千
里
江
山

路
長
在
。
加
餐
歳
歳
報
花
期
。 

相
逢
う
て
悵
と
し
て
酌
む
別
離
の
巵
。
得
意
人
間
能
く
幾
時
ぞ
。
千
里
江
山
、
路
長
へ
に
在
り
。
加
餐
歳
々

花
期
を
報
ぜ
よ
。(

支
韻
、
巵
、
時
、
期) 

竹
雨
曰 

清
空
如
話
。
筆
端
不
窘
。
而
有
許
多
風
味
。
非
老
手
不
能
。 

第
一
首
で
旧
友
の
居
所
の
情
景
を
、
第
二
首
で
は
昔
語
り
を
、
第
三
首
で
は
近
郊
探
勝
、
第
四
首
で
は
別
れ
の
盃
。
瞭
然

眼
に
看
る
如
く
、
時
の
経
過
と
共
に
哀
愁
を
感
覚
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
、
竹
雨
先
生
も
評
し
て
「
清
空
話
す
る
が
如
く
筆
端
窘

ら
ず
。
而
も
許
多
の
風
味
有
り
、
老
手
に
非
さ
れ
ば
能
わ
ず
」
と
。 

尚
、
昭
和
三
十
五
年
詩
人
の
日
展
作
品
で
あ
っ
た
高
啓
の
「
渡
水
復
渡
水
。
看
花
還
看
花
。
春
風
江
上
路
。
不
覚
到
君
家
」

中
の
「
春
」
を
「
薫
」
に
置
き
替
え
る
と
、
第
一
首
の
情
景
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

將
去
南
都
而
移
居
於
東
都 

閑
寺
隨
縁
暫
避
喧
。
復
移
萍
迹
向
萍
迹
。
南
簷
杏
樹
北

窓
竹
。
歳
歳
無
渝
添
子
孫
。 

閑
寺
縁
に
随
っ
て
暫
く
喧
を
避
く
。
復
た
萍
迹
を
移
し
て
萍
迹
に
向
う
。
南
簷
の
沓
樹
北
窓
の
竹
。
歳
々
渝
る

無
く
子
孫
を
添
え
よ
。(

元
韻
、
喧
、
煩
、
孫) 

假
寓
と
は
い
え
足
か
け
三
年
、
惜
別
対
照
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
杏
と
竹
と
。
読
者
を
し
て
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
る
。
連
想
さ
れ

る
の
は
、
白
楽
天
の
「
別
種
東
坡
花
樹
」
曰
く
「
花
林
好
住
し
て
顦
顇
す
る
こ
と
な
か
れ
春
至
ら
ば
た
但
知
る
旧
に
依
り
て

春
な
る
を
」
と
、
こ
れ
は
少
し
消
極
的
で
あ
る
。
吾
が
詩
人
は
「
杏
よ
子
、(

み)

を
実
ら
せ
よ
、
竹
よ
孫(

た
け
の
こ)

を
ふ

や
せ
よ
。
」
と
積
極
的
で
あ
る
。 

 


